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１． はじめに 

筆者らは、梓川上流部で歴史時代に発生したと思われる大規模土砂災害の事例調査を行っている。上

高地の北側の山地から流入する梓川右岸（北側から）の岳沢・善六沢・玄文沢からの土砂流出は極めて

活発で、大規模な土石流扇状地が発達している。特に、玄文沢から流出したと思われる流れ山地形につ

いて、調査した結果を報告する。 
２．玄文沢から流出した流れ山地形 

上高地の田代橋から田代池にかけて

は多くの流れ山地形が存在することが

知られている（大関，1926；千葉，1969；
苅谷・松騎，2014；高岡・苅谷，2020；
国土地理院，2024 など）。図１は、上高

地周辺の開度図・傾斜量図の合成図と地

理院地図である。梓川北側の玄文沢・善

六沢・岳沢の上流部には多くの崩壊地が

存在し、明瞭な土石流扇状地が存在す

る。このため、大規模（深層）崩壊が繰

り返し発生したと考えられる。 
玄文沢上流部にはかなり明瞭な深層

崩壊地形（松本市の「本」の文字付近） 
が認められ，高岡（2014）で詳細な植 
生。調査を行っている。 
千葉（1969）は、流れ山を構成する層には焼岳火山系統の新鮮な角礫層が多く、風化土壌層がほとん

どなく、表面を覆う老木の樹令が 250～300 年とみられるので、江戸時代に焼岳方向から流下してきた

可能性が強いと指摘した。千葉（1969）の「上高地と小丘群」の図には、流れ山の分布が示されていた

ので、図 1 の上に重ね合わせてみた。流れ山地形は梓川の河道沿いにはあまり分布しないが、田代橋か

ら田代池まで 900m も南まで分布している。 
写真 1 は田代橋～田代池に存在している流れ山を 2024 年 10 月に撮影した写真である。この流れ山

を含む押し出し地形によって、梓川は塞き止められ、天然ダムが形成されたと考えられる。図 1 に示し

たように天然ダムの湛水想定範囲を青色で示した。標高 1500m まで湛水したとすると、水深 3m，湛水

面積 12.4 万 m2，湛水量 12.4 万 m3、1505m まで湛水したとすると、水深 8m，湛水面積 26.5 万 m2，

図 1 上高地の玄文沢から流出した流れ山の分布 
（開度図・傾斜量図の合成図と地理院地図） 

千葉（1969）の「上高地と小丘群」の図を重ね合わせた 
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湛水量 70.7 万 m3 と考えられる。梓川の河道域から南側の流れ山堆積域の面積は 47.8 万 m2 なので、

堆積深を 3m とすると堆積土砂量 14.3 万 m3、5m とすると堆積土砂量 23.9 万 m3となる。玄文沢上流

部の大規模崩壊地は幅 300m、長さ 400m、深さ 50m で、推定崩壊土砂量 150 万 m3と推定される。 
大正４年（1915）の焼岳火山の噴火で形成された大正池の湛水面積は 43.5 万 m2、水深 3m とする

と、湛水量は 43.5 万ｍ3と見積もっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．田代橋のボーリング調査による 14C 年代測定 

北陽建設㈱は 1997 年に田代橋・穂高橋下部工事で、ボーリング調査を実施している（資料を提供し

て頂いた）。田代橋右岸の橋脚の調査地点（写真 2）で深度 4.2～4.5ｍのコアから未炭化の樹木片がみ

つかった。北陽建設は試料を採取して、14C 年代測定を九州環境管理協会に依頼した。その結果、約

180y.B.P±70（1700～1840）というかなり新しい年代値が得られた。及川は、田代橋の付け替え工事

中に、橋の基礎掘削の露頭で地層を観察すると、ジグソークラックの入った角閃石安山岩の大きな

ブロックを観察している。このため、14C 年代測定を行った材は流れ山堆積物の中に含まれていた

と考えられる。 
４．『所々山抜ヶ之事』の災害記録 

寛政十三年（1801）に書かれた『所々山抜ヶ之事』（松本市立博物館で常設展示）がある。この史料

は、稲核の庄屋が山抜けへの関心が薄れないように、毎年正月に書き換えられてきたものである。4 箇

所の土砂災害の地名と発生年月日が記されている（中根ほか，今学会）。「元文三年五月六日（1738 年 6
月 22 日）神口猿倉山抜、此時稲核大橋落ル」と記載されている。松本市教育委員会・安曇公民館の大

野修館長によれば、「神口は上高地のことであろう。」と言われた。天然ダムの決壊による洪水で梓

川中流の稲核の橋が落ちたと書かれている。 

以上のことから、これらの一連の土砂移動現象は、1738 年 6 月 22 日に発生したと判断した。今後は

現地調査を実施し、大規模土砂移動の実態を調査して行きたい。 
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写真 1 田代橋～田代池間の流れ山      写真 2 梓川を渡る田代橋（2024 年 10 月撮影）        
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